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褐変ー食品と体の中でおこる化学反応

會、

むかしむかし

「食品と体の中で化学反応がおこる」というと何

を想像するであろうか。実は昔から食べ物をおい

しくするため人間は意図的に化学反応を起こさせ

ている。人類が火を使うことをおぼえてから高い

温度をつかえるようになり 、加熱の時にいろいろ

な変化が食物で顕著に起こっている 一獣肉を火に

あぶるとうまみができ、香ばしい匂がつき、やわ

らかく食べやすくなる一生で食べるのとは明らか

にちがう。あごの発達した古代人は、彼らが稲か

らとった籾をそのままでも噛むことができたであ

ろう。彼らが土から火をつかい壷をつくる技術を

おぽえ、壷に水を入れ火をたき湯をつくるように

なった。その中に籾が入っていると、籾は噛みや

すく、香ばしい匂いと少し味がつき、収穫したま

まとは全くちがったものになったに相違ない。歴

史の教科書にある挿絵からこんな想像ができる。

捕獲したり、収穫した後なりゆきで動植物をその

まま食べるよりは火をつかうと満足度の高い状態一

同じ材料であっても加熱のしかたでいろいろな嗜

好性の食べ物になる ことを知ったのであろう。

加熱と消化・腐敗

加熱でおいしくなると同時に消化もしやすくな

った。 動物タンパク質であっ ても、植物タンパク

質であっても、加熱すると分子の形が大きくかわ

り、食べてから腸管の中で消化酵素と接触しやす

お茶の水女子大学 生活科学部

農学栂士 本 間 清

い形に変化（変性という）する。この変化は水が

あると起こりやすく 、食品材料は水を含むので分

子の形の変化がお こりやすい。また、でん粉でも

似たことがおこる。でん粉はブドウ糖が結合し糖

鎖をつくり 、多くの糖鎖が木の枝のように、枝ど

うしがかな り規則的にならんでいる。加熱すると

水分子が枝の中の方に入り こみ、枝のならびが不

規則な状態（アルファ化） になると消化酵素と接

触しやすくなる一消化がよ くなる。この状態にな

ると軟らかさと適度なねばりを感じ、食べやすく

なる。これをでん粉の糊化といい、でん粉の中の

糖鎖の（共有）結合はかわ らないが水と加熱する

と分子全体の形がかわる点でタンパク質の変成と

類似しているータンパク質とでん粉、どちらも高

分子であることにもとづく特徴である。しかし、

でん粉の厄介なことは時間がたつとでん粉の糖鎖

のならびかたが不規則な状態から少しずつ加熱前

に似た規則性のある状態に戻る一でん粉の老化と

いう。こうなるとパンや飯が固くなるように、ま

ずく 、消化もしにくくなる。

食品を加熱することは分子の状態が酵素などと

反応しやすくなるばか りでなく 、微生物にとって

も利用しやすくなる。すなわち食品は微生物が増

殖するための栄養源一培地になる。生のじゃがい

もよりゆでた方が腐りやすいように、 一旦加熱し

た食品は腐敗しやすくなっている。

一方で、加熱は食物に入り込んだ微生物を死滅

させるのに一番よい方法である。食べ残したお惣

菜や汁をこまめに熱をとおすことで食物を腐らせ

ないことを子供たちに教えておきたい。そのとき
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にかえっておいしくなる煮込みの頷、味が濃くな

るもの、色がだんだんi農くなってくるものなど、

食物に熱をかけると何か変化がおこるのがわかる。

加熱してできる色

食品を加熱しておいしくする時に褐色になるこ

とが多い。食品科学ではこれを 「褐変」という。

ハンや菓子を焼くと褐色の焼き色になり、飯を自

動炊飯器で炊き保温状態にしておくと黄色ないし

淡い褐色になる。パンやクッキーを焼くと、醗酵

させた白いドウや生地とはちがう香りがする。こ

の新たな色や香りは加熱によりできたものであり、

色や香りの物質をつくる化学反応がおこっている

証拠である。

メイラード反応

食品には甘味やうまみを呈する成分がある。前

者は糖質であり、後者はアミノ酸やペプチド類、

イノシン酸などである。食品の糖質で最も一般的

なものはでん粉から生じるブドウ糖（グルコース）

や麦芽糖（マルトース）、乳糖、さらには蕪糖（砂

糖）などがあり、エネルギーになる。 「蕪糖以外」

の糖質はアミノ酸やペプチドなどと反応しやすい一

化学的には糖質の「カルボニル基」とアミノ酸な

どの「アミノ基」との反応であるからアミノ ・カ

ルボニル反応ともいう。さらに、この反応を初め

て化学的に記述したのがフランスの Maillard(マ

イヤー、メイラード、1912) なのでメイラード反

応、マイヤーあるいはマイヤール反応とも呼ばれ

る。メイラード反応がおこると最終的には褐色に

着色するので「褐変」を引き起こす反応である。

さきに「蕪糖以外」と蕪糖を別にしたのは、蕪糖

にはカルボニル基がなく還元性を示さないにもか

かわらず蕪糖だけを加熱しても色がつくからであ

る。糖質だけで褐色になることをカラメル化とい

う。ご承知のように、カラメルという粘ちょうな

褐色の着色材料は濃い砂糖液を煮詰めるとでき、

カルメ焼きという砂糖菓子は砂糖を熱い鉄板の上

で加熱したものである。褐色の色素形成にアミノ

酸などを必要としないカラメル化は糖単独の分解

と重合の反応である。カラメル化は蕪糖以外にも

ブドウ糖その他の糖質でもおこる。メイラード反

応は還元糖のカルボニル基とアミノ酸、ペプチド

類さらにタンパク質のアミノ基との反応であり 、

糖単独でおこるカラメル化よりははるかに褐色色

素ができやすい。メイラード反応は食品の成分間

反応の代表例である。

加熱は反応をはや〈する

加熱はとくに反応を促進する。通常、化学反応

の速度は湿度10℃上ると 2倍、 10℃下ると ナにな

るという目安がある。 即ち、生活している時の温

度を20℃とすると加熱沸騰の温度での反応速度は

2叶音の速さになるという目安である。反応が20℃

と100℃とで同質であることを前提として反応速度

がわからないときによくつかわれる目安である。

食品は均ーな溶液とは限らず、多くが固体と液体

とが共存する不均質なものである。例えば、パン

クやクッキーを焼いているときは表面と内部で反

応成分の濃度もちがい、熱が直接あたる表面では

水分がとび反応成分が局所的にも高濃度になり、

かつ100℃よりはるかに高い温度になるから反応が

進む。

貯蔵時間と食品の着色

色ができるには時間も影響する一反応時間の長

さである。反応速度が低くても反応の時間が長け

れば生成物も多くなる。例えば、濃縮果汁を長期

に貯蔵すると褐色を帯びてくる。戦後の学校給食

のミルクは、アメリカからはるばる太平洋を渡っ

てきた脱脂粉乳を戻してつくったものであり 、う

すい褐色を帯びていた。 加工 ・調理のときに加熱

で好ましい色をつけ、そのあとの貯蔵や熟成は常

湿で数力月から 1年以上にわたることが多い。短

期的には問題がなくとも食品を長期にねかすと褐

変がすすんでいることがある。近ごろは食品の鮮

度意識が過剰になり 、褐変が進んだだけで鮮度が

ぉち品質が劣化したとみなされるレ トルト食品も

ある。このように考えるとメ イラード反応は食品

に香りや色をつけ品質形成に欠かせないが、褐色
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の色ができるだけで商品価値をおとす原因にもな

る。

加熱してできる匂い

いろいろな糖とアミノ酸を組み合せ試験管の中

で加熱してメイラード反応をおこさせる（モデル

系という）と、反応成分の組み合せで匂いがかわ

る。分析すると、匂い成分には糖の特徴がでるも

の、アミノ酸の特徴がでるもの、あるいは糖やア

ミノ酸の種類にかかわらず同じようにでてくるも

のがある。したがって、メイラード反応を加工 ・

調理に上手に用いると香りをよくすることができ

る。 例えば、米菓は味液をつけて焼くが、その味

液にある種のアミノ酸を加えると米菓の香りがよ

くなる。すき焼きの匂いは肉の油脂などの成分や

野菜から由来するもの、あるいは砂糖がカラメル

化してできるものなど様々である。すき焼きが煮

詰まってゆく間には糖やアミノ酸を含む醤油や酒、

砂糖が鍋の中で一緒に加熱されて生じる匂い成分

もでてくる。

人間の嗅覚は微量な揮発性成分に感応し感覚的

に増幅される。匂い成分の鍼は食品の中では ppm

以下のきわめてわずかの濃度であっても食品の品

質 ・嗜好を決めてしまう。メイラード反応全体は

大変複雑であり 、褐色の色素ができるはるか手前

の一部の道筋が明らかにされたにすぎない。しか

し、香りの成分ができる反応のルートはかなりわ

かってきて食品加工に上手に利用できる。すなわ

ち、食品の加熱によってできる香り成分のかなり

の種類がメ イラード反応の副産物である。このよ

うな事実からも食品では加工 ・調理 ・熟成 ・貯蔵

の間に‘‘化学反応がおこっている、、ことがわかる。

タンパク質のメイラード反応による栄養的劣化

先ほどはタンパク質が加熱で消化されやすくな

ると言ったが、今度は逆の話になる。タンパク質

はおよそ20種類のアミノ酸からできている。生物

は、アミノ酸の種類と量と結合順序をかえて （ペ

プチ ド）結合させて様々な種類のタンパク質をつ

くる。 動物の消化管の中でタンパク質に消化酵素

がはたらき、ペプチ ドやアミノ酸ができ吸収され

る。 20種類のアミノ酸の中でもヒトは 8種類のア

ミノ酸を体の中でつくることができず外から食べ

物とし摂取しなければな らない。このようなアミ

ノ酸を必須アミノ酸とよび、その中にリジンとい

うアミノ酸がある。アミノ酸はペプチド結合でタ

ンパク質を形作るとアミノ酸のアミノ基はメイラ

ード反応ができなくなる。しかし、リジンはアミ

ノ基をもう一つ (c:ーアミノ基）余分にも っている

ためタンパク質の中にあってもメイラード反応し

てしまう。そうなると消化酵素は作用しにくくな

りタンパク質をうまく消化できず、リジンのまわ

りがかたまりとして残って しまう。そのかたまり

がたとえ吸収されたとしても体のなかでリジンを

組み入れて必要なタンパク質をつくれず排泄され

てしまう。 即ち、からだの中で様々なタンパク質

をアミノ酸から組みたてるときに、外部から運び

込まなければならない部品がそろわないことにな

る。したがって、8種類の必須アミノ酸の含星と

割合がよくそろい質の高いタンパク質（例えば卵、

乳、大豆など）であっても、リジン 1種類がメイ

ラード反応で減ることにより他の必須アミノ酸の

利用度もリジンの減った分に応じて下がって しま

うからである。

食品を加熱しても全部のリジンがメイラード反

応してしまうものではなく 一般には数％程度であ

るが、タンパク質の不足が懸念された状況下では

給食の小麦粉にリジン強化などの対応策がとられ

たこともあった。牛乳を加熱殺菌する時に乳糖が

どの程度乳タンパク質の リジンと反応するかを知

ることは大事であろう。勿論懸念するようなこと

は今の加工技術では起こっていないし、現在のわ

れわれの食生活では十分量のタンバク質をとって

いるから加熱による リジン不足を心配する必要は

ない。 加熱は食品をおいしく 、消化をよくし、さ

らに生理的に有害な成分をもなくすので、僅かな

リジンの変化を心配して生でたべるよりはるかに

利点が大きい。

プドウ糖以外のいろいろな化合物も掲変の原因に

今までメイラード反応に関与するカルボニル基

をもつ成分としてブドウ糖をはじめとする糖質ば
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かりを述べてきたが、化学的に考えるともっとい

ろいろある。油の酸化は食品ではメイ ラー ド反応

と同じようにおこりやすい反応である。油が酸化

されると匂いの変化を敏感に感じ、いわゆる草の

ような匂いはカルボニル基をもったもの（アルデ

ヒド）の代表例であろう。油で揚げた食品では酸

化反応で油脂からもカルボニル基をもった成分が

でき、アミノ酸を初めとする成分と反応し褐色の

色がつく。渋柿のように植物にはタンニンとよば

れる成分があり、しゅうれん味にかかわるという

が、これもカルボニル基の役割を果たす物質であ

る。さらにビタミンC (アスコルビン酸ともいう）

もカルボニル基を生じメイラード反応する。さが

せばまだまだあるが、食品の成分という点でブド

ウ糖はどの食品にも見つかる成分である。

禍色は人間の知恵の産物

こうして糖はアミノ酸、ペプチドそしてタンパ

ク質とも反応してメイラード反応がおこり、香り

の成分を生じ最後に褐色の色素をつくる。この色

素は化学構造がよくわからないのであるが食品科

学では「メラノイジン」とよんでいる。この色素

の物質の多くは消化管を素通りして排泄されるが、

ごく一部は吸収されるようである。その吸収され

る仕組みは十分にわかっていないが腸の中にすん

でいる細菌（腸内細菌）が分解するとの説がある。

さらに色素の手前の状態の未知の物質がもっと多

くある。これらを含めて、褐色の色素は人間が火

の利用と食品の材料や食物を長い間貯蔵できる知

恵をもったことで多く摂取する、人間の知恵の産

物であろう。

体の中でも同じ反応が．．．

ところでプ トウ糖は血液の中に血糖として存在

し、体の中をめぐっている。血液は微アルカリ性

であり 、37℃でもメイラード反応をおこしやすい

pH条件にある。したがって、糖尿で高血糖値がつ

づくと反応成分の濃度が高いのでタ ンパク質との

反応がすすむ。ヘモグロビンという血液色素の特

定のタンパク質がブドウ糖と反応したものは血液

の検査項目になっている。血中のブドウ糖濃度の

足跡がメイラード反応したタンパク質に残るので、

検査前の数日だけ努力して食べる品をコントロー

ルしても日常の食生活が御用になる。血液の成分

はたえず新しくつくりかえられているが、それで

も反応は体温という温度で常におこり つづけてい

る。反応時間の長さであろう。さらに、体の中の

つくりかえ（代謝）の遅いところでは反応生成物

がたまる一その一つが眼球の水晶体である。糖尿

病でたえず高血糖にさらされた水晶体はメイラー

ド反応がすすみ、褐色になっているという。糖尿

病の白内障の原因の一つに水晶体タンパク質のメ

イラー ド反応が言われている。

老化の原因の一つに体の中のメイラー反応があ

げられ、コラーゲンなど組織をつくるタンパク質

の糖との反応による変化がし らべられている。 体

の中のメイラード反応が試験管の中でおこる反応

の規則性でかなり説明でき、食品の研究でわかっ

た反応の仕組みがよくあてはまるようである。

食品の中でおこる化学反応も、その仕組みをひ

もといてゆくと、人間の体の中でもおこっていた

ということである。 化学反応は鉄でできた特殊な

装置の中でのできごとでないことをご理解いただ

きたい。
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心を磨く健康教育

「泉」のイメージを大切にして一

はじめに

太古の昔、人々は清らかな水のあるところを生

活の根拠とした。また、水を求めて旅に出た。生

活する人たちや旅人の喉の渇きを潤す一滴の水は

何よりの糧であったことだろう。その意味で「泉」

は人々にとって、やすらぎと明日への希望を与え

る「命の水」であったことと思う。私たちの学校

は、 「中泉」という地に建てられている。

大昔からの人々の心と体の健康を守ってきた

「泉」それは、地中深くから絶えず涌きでてくる

ものであり 、いくつかの地層を越してくる間に見

事に浄化されてくるものである。

私たちの健康教育もこの「泉」のイメージを大

切にしたいと考える。清らかな水が絶え間なく涌

きでてくるような取り組みが、子供と職員、ある

いは地域の人々の心と体の健康を目指して、 「中

泉」の地で展開されているのである。

私たちは、健康とは「心と体が健やかな状態」

であると考えている。心の健康（精神的な健康と

社会的な健康）と体の健康（身体的な健康）がそ

れぞれ互いに影密を与えながら健やかな成長をし

ていくことが私たちの健康教育の目指すところで

ある。

社会全体の価値観が物の豊かさから心の豊かさへ

大きく移ってきた今日、私たちは一人の人間とし

てあるいは集団の中で他者とともに生きる人間と

しての心の健康 こそ平視した し＼ と考えて llる。

静岡県の教育指針である『独り立ちのできる子供

の育成』にあるような自立と共生の理念をふまえ

静岡県磐田市立磐田中部小学校

校 長 寺 田 佳弘

ながら、心を磨く磐田中部小学校ならではの健康

教育を進めている。

私たちの考える健康

1 学校と地域の概要

磐田市は、静岡県の西部にある人口 8万6千人

の小さな町である。多く の トンボが棲息している

桶ヶ谷沼が有名であるが、最近は Jリーグのジュ

ビロ磐田の町として全国的に知られるよう になっ

てきた。

本校は、磐田市の中心部に位置している。学校

は、市役所や総合体育館等文化 ・スポーツ施設に

囲まれ、磐田駅から北に伸びる商店街や南に広が

る新興住宅地など磐田の生活文化の中心をなして

いる。また、遠江国分寺跡や府八幡宮などの歴史

的な史跡がたくさん見られるとともに、つばめの

ねぐらがある大池や八幡宮の森など比較的豊かな

自然に恵まれている。
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空から見る磐田中部小

明治 6年4月21日、開校し 「中泉学校」と称し

た。今年度は開校124年目にあたる。

児臨数は現在763名（平成 8年4月）、ドーナッ

化現象により毎年約50名ずつ減少しているのが現

状である。

今年度は、普通学級が22、特殊学級が2である。

さらに通級指遅教室である「ことばの教室」、 市

内全域を学区とする菫度心身障害児学級である

「中泉分校」を併設しているところが本校の特色

といえる。

2 本校における健康教育の歴史

昭和10年に中泉尋常高等小学校が文部省内学校

衛生表彰として「文部大臣表彰」を受けている。

これは昭和4年に養護学級を設置したことに始ま

る健康教育が評価されたのである。当時は日本全

体が貧しく弁当も持参できない児童がたくさんい

た。その中で、肝油の服用や給食の配布、衛生講

話の実施など体の虚弱な児童に対して特別な手だ

てをとったのである。本校の健康教育は、特殊教

育の要素を多く含みながら、60年の歴史と伝統を

もって今日に至っている。

昭和52年から「はだし教育」が始められ、昭和

59年に「健康優良校全国侵秀校」となった。昭和

62年には、 「全国はだし教育研究会シンポジウム」

の会場校となり 、10年間継続してきた 「はだし教

育」を中核とする健康教育の成果を全国に発表し

た。

「はだし教育」の成果としては、はだしのもた

らす心身の健康への影孵を実証的にまとめたこと

や学校環境の安全性への鋭い感性があげられる。

平成 4年度の学校週五日制調査研究協力校の指

定を機会に、自己教育力の育成に力をいれ、自分

で判断して取り組む場を学校教育全体で増やして

いくことにした。はだしの生活も一斉指導から自

主性を俊先した取り組みに変わってきた。

そして平成7年の阪神淡路大震災の教訓により

校舎内では安全を侵先し、上靴を履くこととし、

校舎外では時と場に応じてはだしを奨励していく

こととした。

はだしを中心とした健康な体つくりの健康教育

の伝統を大切にしながらも、徐々に心の健康を重

視した現在の健康教育を模索し、現在に至ってい

る。

3 わたしたちが目指す健康教育

学校が人格の完成を目指し生きる力を育てる場

として、今一番求められているのは心の教育であ

る。児童が、社会的存在として、今後その変化に

対応し生涯にわたって主体的に生きていくために

は、自分の生き方についての確かな考え方をもつ

ことが重要であり 、成長の基礎的な時期において

こそ、自分のよさや可能性を発揮しつつ豊かな心

が育まれる必要がある。また、生きていく上での

基礎基本を習得すると同時に、その過程において

は、児童の判断そしてその背景にある思いや願い

が大切にされてこそ、より主体的でその子ならで

はの生きる力となりえるのである。さらに、これ

まで希薄であった他者をはじめ様々な人々とのか

かわりを通じて、他者のよさを認め、自分自身を

も見つめ直し、自分なりの夢や希望をもつことで

より豊かな心が育っていくものと考えられる。

こうした心を磨き育てる場を意図的に設定し、

実践にあたっては、職員は以下の 3点について共

通理解し取り組んでいる。

① 職員は、児童に対して受容的な態度で接し、

心を結ぶことに心掛ける。

② 思考力や判断力は、より具体的で主体的な

ものであってこそ豊かに鍛えられる。その

ためには、意欲や強い意志が不可欠であり 、

その基礎となる集中力、持続力、忍耐力の

育成を固ることに努める。

③ 自己決定や自己判断の場を設定するととも

に、その子ならではの表現や活動が発揮さ

れるように支援していく。
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前記のような考えをもとに進めている私たちの健 康教育をまとめると、次のような図になる。

磐田中部小学校健康教育全体計画

学校教育目標 I 学ぶ意欲と豊かな感性をもち、心をこめてやりぬく子供の育成

本年度の重点目標 I 自分のよさを発揮し高める

泉のイメージを大切にした健康教育

清らかな水が 地中深くから

↓ ↓ 

「心を磨く」 「地域に根ざす」

たえず涌き出てくる イメージ

↓ 

「自主的な取り組み」 中部の健康教育の

キーワード
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学校教育目標や重点目標の達成を目指し、 3つ

の分掌部がそれぞれ連携をもちながら教育活動を

推進している。

心を麿く教育を推進するにあたってキーワード

となるのは、 「自分で考え行動する」 「学び続け

る」 「挑戦する」 「やりぬく」という言葉である。

学習や特別活動、生活のそれぞれの場でキーワ--

ドに沿った子供の姿が出てくることを私たちの健

康教育は目指している。

4 「学び方が分かり学び続ける子供」

学習部の取り組み

(1) 学びのサイクルヘの支援 授業づくり

子供たらは、自ら考え、判断し、行動すること

ができて、学習の成就感が得られる。やらされる

学習ではなく 、主体的に学習に取り組む姿勢を育

てることが、学習面での健康とおさえ、実践して

きた。

子供が主体的に学ぶというのはどのような状態

をいうのであろうか。 私たちは、 「自分の問いを

もつ」→ 「自分の考えを深める」→ 「エ夫して表

現する」という一連の流れをとって人間は学んで

いくと考え、これを「学びのサイクル」とした。

実践を重ねていくと、子供一人一人はそれぞれ

異なる「学びのサイクル」をもっていることに気

付かされた。それは意欲の流れの違いともいえる。

そのためその子に合った支援をしていくことがど

うしても必要となる。 「個をどうとらえ個にあっ

た支援をどうしていくか」を合言葉に、今も授業

研究を中心に研修が行われている。

(2) 自立をめざす特殊教育

① ことばの教室

ことばの教室は「周りの人とのかかわりの中で

話しことばの障害を克服し、より充実した活動や

生活ができる子供の育成を固る」ことを目標とし

た通級教室である。市内の小学校から28人が通級

しており、本校児童はその内 9人である。

1年生の時から吃音の指母を受けたH子は、 4

年生の時には「話したいことをいっぱい抱えてや

ってくる」と いう様子で、吃音への抵抗より人と

話すことの喜びを体得し、通級指禅を終えている。

話しことばの障害に応じた適切な指甜がなされ、

どの子も自信と元気をもらって自分の教室へ帰っ

ている。

② 7組や分校における個に応じた指甜

分校の経営密は「自立とは何か ・・• それは自

分の世界の広がりである。」という一節から始ま

っている。また、7組は 「基本的な生活習慣を身

につけ、人とのかかわりの中で自分を表現し伸び

ていく子」を学級目標としている。はさみを正し

く使ったり、衣服の着脱を自分一人でしたりする

ことも大事な自立への一歩である。 7組では国語

や算数の指消が個別あるいは少人数でなされ、確

実に自分の世界を広げている姿が見られる。

(3) 心の通い合う交流教育

障害を持つ人と持たない人がともに生きる社会

が当り前の社会であるというノーマライゼーショ

ンの考えに沿って私たちの交流教育は進められて

いる。障害児に対する理解を深めるための特別授

業を含む 5年生の意図的交流、そして清掃や給食、

学校行事など学校生活のあらゆる場を交流教育の

場と考えている。

7組の子をもつ母親が寄せてくれた手記である

『F子と生きて思うこと』の「障害者を仲間と認

めてくれる社会をつくることの第一歩は F子が一

人でも多くの人々とかかわ りを持つことから始ま

るのだと思います。」という言葉は私たちの大切

な指針である。

交流授業でのM男〈ん

大好きな水泳
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一方、普通学級の子供たちは交流を通して何を

学んでいるのだろうか。分校の子供の投げたバケ

ツが頭に当たった 5年のY子の母親から次のよう

な話があった。 「Y子が『分校の子は話せない代

わりにいろいろな態度に出るんだよ。私たちがい

やだと思うことをあの子たちはうれしいと表現し

ているんだよ。』と話しました。 Y子が1憂しい心

になってきたことが嬉しいです。」と。

活動をともにする中で戸惑いを隠せない子供も

まだまだ見られる。互いの本当のよさが実感でき

るような自然な交流を積み重ねていきたい。

5 「自らチャレンジし、笑顔で輪になる子供」

特活部の取り組み

(1) 「第 2の学級」としての縦割活動

異年齢集団における人間関係を育てるために 1

年から 6年までの縦割グループを作り、様々な活

動をしている。 1グループ30人前後で、28グルー

プに分かれている。それぞれに担当教師がつき 、

子供たちにとっても教師にとっても「第2の学級」

というべき存在である。

月に 1回程度「笑顔でわくわくデー（縦割デ

ー）」が設けられ、給食や昼休みの遊びをともに

している。また、清掃もこのグループで行ってい

る。 1年間メンバーが変わらないので、兄弟のよ

うな絆が育っているところも見られる。全校集会

の「 1年生を迎える会」や「 6年生を送る会」も

この縦割グループを単位として実施している。

(2) 子供を主人公にした学校行事

運動会の運営に子供たちの創意や発意を生かす

ため、企画や準備、運営で子供たちに任せる部分

を増やしていった。特に準備は委員会ごとの話合

いにより 、どの委員会がどんな仕事につくか決め

ていった。その結果、手作りの等賞リボンや運動

会のマスコット「ちゅうたろう」など子どもなら

ではのアイデアあふれる運動会が進められた。児

童会種目の全校ダンスは、 「ジュピロ ・オレ」の

曲にボランティアで集まったダンスリーダーたち

が振付けを創作してできたものである。

このように子供たち一人一人が主人公となって

児童会の活動が進められるように支援している。

運動会 負けるもんか……。

6 「友だちのよさに気付き 心をこめてやりぬ

く子供」

生活部の取り組み

(1) 自分で考え、黙って取り組む自問清掃

心を育てるための重要な活動として 7年度より

取り組みを始めた。清掃を与えられた仕事ではな

く、精いっぱいきれいにするために自分が何をす

ればよいのか、どんな協力をすればよいのか、と

いつも自分に問い続ける積極的な学習の場面と位

置づけている。その問いは自ずと自分の心への問

いともなり、他人のよさに気付いたり、また自己

との葛藤により自分自身の心や行いを高めようと

努力する姿へつながると考えている。

4月から「自分で見つける清掃」 「黙ってする

清掃」という 2つの形から入っていった。 6年生

のM子は、 「こんなことして何の意味があるのか」

と自問しつつ、 『清掃は 心を磨く 魔法だね』

という 3行詩を作った。 12月になり、形だけでは

なくもっと内面化を図る必要があるという声が出

され、 「普通の清掃と自問清掃はどう違うのか」

と問いかけがそれぞれの学級や「第 2の学級」で

なされた。話合いの中で、子供たちは「やらされ

る清掃ではなく、自分で考え自分で取り組む清掃

なのだ」ということに気付き始めている。子供た

ちの自主的な取り組みに信頼を寄せつつ、教師も

ともに自問し働くこと、そして自問活動を学習や

他の教育活動に広げていくことが現在の課題であ

る。
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心を磨く「自問清掃」

(2) 廊下歩行から子供のストレスを考える

廊下を走る友だちが多いのを見て、 2年の I男

が「廊下に花瓶を置いたらどうだろうか」と意見

を出したのに応えて、早速花瓶を設岡してみた。

ところがこの花瓶はわずか数日で廊下を走ってき

た子供によって倒され破損してしまった。そして、

二代目の花瓶はある日子供の手で別な場所に移さ

れていた。私たちはこの事件を深刻に受け止め事

実や原因を究明するとともに、子供の心の中にあ

るストレスに耳を傾け目を向ける必要を実感させ

られた。教育活動が子供のス トレスを高めている

のではないか、いじめや不登校につながってはい

ないかなど見直しも行った。

子供の表面的な行為のみを問題にするのでなく 、

なぜそういうことをしてしまうのかという心の動

きに寄り添うことが今こそ重要である。

子供たちに「今困っていることはありませんか」

と問う「心のアンケート」を実施したり、教師の

方から教育相談の声掛けをしたりしている。また、

保健室も「都会の中の緑の森」のようなやすらぎ

の場となるようにヘルスカウンセリングを大切に

している。

1 地域に開かれた学校

(1) 地域の人に学ぶ

クラブ活動における手話や華道茶道の指甜、社

会科での戦争の体験を聞く会や音楽部の老人ホー

ム訪問など地域の人から子供も教師もたくさんの

ことを学んでいる。

(7) 地域に開く

学校と家庭 ・地域との信頼関係を築くためには

まず学校の方から自らを開く努力が必要である。

自由参観日や学級懇談会の実施や学校だより、情

報紙の発行を通して教育活動の意図を伝えるよう

にしている。

(3) 地域と語る

学校保健委員会、 PTA活動の諸委員会、地区

懇談会そして教育設備充実委員会などの場を生か

し、互いに本音を出し合い実感 ・納得する中で役

割分担を明確にし、連携を深めている。

おわりに

「情報紙 rちゅうぶ』を一緒に作ってみません

か」という呼掛けに対し、 2か月後に 2人の母親

が「やってみたいんですが」と申し出てきた。そ

の母親は「子供たちに磐田市の岩田地区で行われ

ているほたるの観察会の情報を届けたい」という

思いをもっていたのである。早速母親自身が岩田

地区へ取材に行き、まとめたものが術報紙「ちゅ

うぶ」 No.20の「ほたるを見てみませんか」である。

観察会の当日「情報紙を見て来ました。」とホタ

ルを楽しむ本校の何組かの親子の姿が見られた。

情報紙をつくる仕事をしたいというある母親の

自主的な取りくみが、観察会への参加という新た

な取り組みを生み出している。

ったない取り組みではあるが、私たちはこのよ

うな経過の中に「地域に根ざした、自主的な、心

を磨く健康教育」の一つの姿があるととらえてい

る。今、残念ながら子供たちの置かれている社会

は決して健やかな成長を保障すものばかりではな

い。だからこそ、健康教育への不断の努力が必要

なのである。

虹は、水と水があるところに架かるといわれる。

「泉」と「泉」をつないで、 心と体の健康という

虹が架かることを私たちは願ってやまない。
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こんな保健室経営をしています

一組織的活動をめざして一

1. はじめに

学校内に一人である養謡教諭の仕事は、組織の

支えなくしては始まらないと思っている。組織的

活動をめざして、模索しながらの前任校（児童数

280人）での 4年間を振り返りながら、私の保健室

経営の一端を紹介したい。

2. 保健室経営でこんなこと

I• 学校保健委員会を開催し組織的活動を推進I
実態に則した話題を提供し、保護者との連携を

はかるようにしている。特にテーマ設定にあたり

保詭者の典味をもてるように工夫している。
-----------------------------------------------

: 01994年 6月テーマ

: ‘‘子どもの食生活を考えてみませんか。" : 

: 01994年 3月テーマ

: ‘‘子どもの生活を見直してみませんか。 II ' 
------------------------------------------------

保護者の協力をえるために報告している様子

山形県新庄市立新庄小学校

前任校 最上町立最上小学校

蓑臨教諭 :li.原 さよ子

'-----------------------------------------------, 

: 01995年 6月テーマ

: "性教育我が家の場合 ・我が家の悩みII,,

: 01995年 3月テーマ

:、‘歯育ては子育て”

l● 歯についての取り組みI
毎年6月に歯の学習会（各学年に養護教諭が指

羽）を開催し、むし歯予防に必要な事柄について

理解させている。それを継続実践するように、毎

月はみがきを頑張り週間を設定し、保設者へも意

識付けをするようにしている。

おやつに含まれる砂糖の量を実際に

量っている様子
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具体的に視覚に訴える資料を使って

説明をしている様子

01995年歯の学習会「口の中を見てみよう」

歯の働きについて、予想をたてた後に

実験をして確かめている様子

歯の模型を使って動作化している様子

I●目についての取り組み I
10月の目の愛護デーを中心にした取り組みの時

事前に子どもの意欲をかきたてるための指甜や掲

示の工夫をしている。

01994年 10月 「テレビとうまくつきあおう」

児童保健委員会で作成の紙芝居を使って

全校児童へ呼びかけをしている様子

発表した事がさらに児童や保護者へ定藩す

るように願って、資料を掲示している様子

01995年 10月 「使いすぎの目を休めよ う」

日常の生活を考え直す動機付けにするため

目の手作り模型を使い、説明している様子
IIT'I I」■●● 'I 11 1'1'111■a. ■ I 
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I● 「からだの話」の取り組み l
からだのすばらしさを とら えさせることで主体

的な健康づくりをめざしていけるよ うにと願って、

餐談教諭が学級毎に指報（体重測定前に 10分位）

している。年間 3回「からだの話」をする時には、

子どもの実態から、今、 子どもに何が必要なのか、

何を知りたがっているのか、見極めながら内容を

設定している。それと同時に、季節や時期にあわ

せた内容も取り入れている。

大堀小学校 からだの話一覧

l 9 9 2 ""F-JQ'. 

学悶 題名 ねらいと内容 ¥H1 

l 「つめ物邸」 つめの働きを理鮒させるとともに、 (I作0111'

つめをのばしておくと 、ljがをしや

すいのでつめ切り のゼItoを身につけ

I 
させる。

① よしお社のけが

② つめの働き

(3)つめをのばしておく と

④ これからの約求

2 「血液 自分自身のからだの中を流れてい

どんな問題J る血液の働きや、仕組みに思いをめ

ぐらす。 牛乳瓶

(!) 自分自身の血液の・塁を実感 色水

させる

② 血での中で働く仲lillたちを 手作り人11,

，，る

③ 赤血球の一生について息い 写耳

をめぐらす

④ 働きものの血液をつくるた

めに、栄養が大切なこ とを

知る

3 「手 手洗いの必咲性を感じ取らせ、手

きれいかな」 洗いの習ti!化をめざす。

① JJ.¥邪のばい菌の飛び方

② 手の汚れ具合を知る （安験） ァルコー Jし

(3) 正しい手洗いの幼作化 綿

I !-J 8 :cl <1s Jむ

・， 迎名

1 あっ、

こるんし ゃった

I I 

ねらいと内容

十」：んたと さのl''iについて知り．

カ・ッ トパンに栢り過ぎないように

させる．．

(I) ゆみ こちゃんo,,;;合

(2) 採り侶の手"iについて

(3) カットバンをはってしい＼ヽ

場合

21「).;l;lj(ふ脳」 I脳のfl:自IIみを知り、脳を守り、
允追させようとする'I.沿態度を打

31「あたまが
＼ヽfこ＼ヽ 」

ーャ↑11 

り
＇＇ ，
 

迄＼
 

ヤ

z”ん'’

' ; 

てる，＇

(I) 脳の発i!'(アマうと カマ7) 箱

1fiさ・ニュー ロンのつながり1

(2) 脳は守られている

-~ 験

(3) 脳を危遠させるために必咲な こと

頭が協くなる1,;HJ,Jを知り．そのと さ

どんなこと をすればいいか、どえる．．

(I) あさお,1の場合

② 頭1,(,のいろいろt,tr.HJ.1

(3) 発熱しているとき、 体の中では

f•J が起 こ って いるか

(,f) 体温計の正しい使い月

クイズと動作化

⑤ り！くなおすには

袋 水

とうふ

n1ro11" 

体;::計の fi, K•,

I !l !J --1 1ド｝む

r悶 題名 ねらいと1勺付 m1 

l 「あせの話」 あせの，ばをとおして、からI!のi,'ii#'

rnやハンカチの;r,;糾に1り心を/.¥ち、

火践できる態度を以につける．．

{I) どんな ときによくあUがでるか

名える

② 年齢沿によるIIの1,¥を｀見る こ,.,-;

(3) IIが：I: ることのAV/さをクIIる 水

(-0 から/!.<F,;,-,;倍についてどえ ．

そのJill,を発及する

2 「ねる って ぐっす り趾る ことで．勉性や述効を

だいじ」 団張れる身体を作る枷仔がある こと に

なづかせ、 'l:iliリズムを朽えよう とす

る態度をf1てる．．

(I) lfl民と栄没と` どちらが,,.き

るう えで大りJかとえる

② 早寝れと遅税れの'1/,f;や休，泊 からだO>

の追いを存える r, 作り IQ~!

(3) I+. 眠の人:VJさを知り、 fl分の

11,;1; リズムを棺える/j/J;を発

Aする

3 「はらいた 排使と観庫の関係をJ'阻鮒させ、 規IIり

らょろすヽ tI ,Eしい排便;"/titをつI/ようとする態10:

をf1てる，9

(I) らょろすけの1/ll/i(iのo;r1.i

② 大堀小祁校の排f史や/tllの').!態i i'lfl紙乏1,,,

(3) 籍IIの,,話でII:立すること

2学期に使った血液の仲間の人形
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I ~J~J ::i 1にIU:

'/'IP 埴名 ねらしヽ とi'fi/ 1111 

I 勅物の食11り歴を見ると、 見して{i,lf.t

Iふ、しぎ と息われる")'.態があるが、人li¥lL動物b

うイ オンの!Wf.tI 各,,その'ki,¥只：格に見Iiに適応しながら
栄没パランスをとっていることを理月化さ

I せる，9

(I) -jイオ ンのは食の秘密 J'lf1'¥:l'r・1 

(2) イヌ イットの人遠の'I話の知恵

<>) 'Iのは食の秘密 I.F学年）/II 

(4) 好き様い度のチ上ック・ 教衣で プリン ト

冬の火服のn月に関心をしたせ．＇、し沿

1だるまさんに や健L如こあったMIilのr//jを埋鮒させ、

な...てし、ない? 実1'できるようにさせる，＇

(I) 肌をびっくりさせる'J,;験 コップ氷

2 ② 衣服の {iljによる開かさのちがい 水沿

J•J.nの場合 火験結果

社rnの場合 ・火際の衣服

(3) 「1的にあ った r,'/j

手をセッケンで洗い、きれいなハンカ 手11,培没の

Iパイキ ンを チでふくと 、なぜいいのか則月名させる、9 鮎果

やへつ けろl Ol "T, 洗い,;;r • さっと洗う）サ介”

のT01杉培没の結果を(・想を,zててカ
:J ら見て、む外性に控＜

2 学級rt;;,児屯3名が9及店に， ,.,,. f形培投,,

いをして、 f形J;¥没の')!,験をする、， 実験

(:1) 結果は後II、/llflー：から指刃してb

らいます..:t; しみですね。

遍
重
i
-

~
 

2学期 皮膚をびっくりさせる実験をし

ている様子

畠
J-

1.1 —!k. ー
3学期 手形培養の実験をしている

様子

罰

I● 「すこやかノート」の年間活用I
‘‘させる健康づくり、、から‘‘する健康づくり、、

をめざして、本校独自に作成した個人ノートを一

年間使用している。内容は、健康めざした個人の

頑張り状況や歯の状況の記録。それに、歯の学習

会や体の話で学んだことのまとめ。毎月のすこや

かカレンダー（歯みがき頑張り週間中に使用）の

とじこみ。カラーテスターによる家庭での歯のテ

ストの記録。 1年間の健康生活の反省等である。

総てにコメントをつけ、児童や保調者との関係づ

くりを、あるいは意欲づけを大切にしている。

I● 保健だより 「すこやか」の定期的発行I
児童・保護者とのかけ橋として、年間50号前後

発行。児童の感想や保護者の意見をなるべく多く

取り上げる工夫や、保護者とのネットワークづく

りをしている。

I● 児童の健康生活の土台となる、家庭との連携I
直接保獲者への講和「保健室から見た子どもの

健康実態から親へ望むこと」の機会をもったり、

求めに応じて参観日などに保護者との相談活動を

している。

保健室で手当をした児童の中で、必要と判断し

た場合「からだ通信」などによる保護者との個別

連絡や相談活動をしている。

● 児童の健康リーダーとしての、保健委員会

活動の充実

‘‘はみがきマン、、や‘‘健康大王、、などのキャラ

クターを登場させ、朝会での発表を年間 5回位し

ている。寸劇を交えながら呼びかけをしたり、時

には全校生が参加したりできる内容にしている。

保健委員会発表の様子

• 

.-――
-

i

{

 
苫'-一---
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I● 校内研修とのかかわりを模索 I
蓑殿教諭であっても、自分が勤務している学校

の校内研修から学びながら、自分の実践の中にい

かしていきたいと思っている。本校のテーマは、

「主体的に学ぶ子どもの育成ー自ら考えを深め、

盟かに表現できる子どもを目指して一」である。

組織とは、目標に対して一直線に進むことも大切

だが、各分掌の仕事の中でもラセン状に広がりと

深まりをもつことが、子どもを育てる力になるの

ではないかと思っている。

例えば、毎月のすこやかカレンダーに国語的遊

びの要素を含ませている。答がむし歯になるクイ

ズをつくったり、はみがきから連想する言葉集め

をしたり、絵を見てかぜ予防のお話を作ったりし

ている。事後に一部を保健便りで紹介したり掲示

したり、 （カレンダーと同じ絵を大判用紙に表し

掲示）環境を通しての意識化も図っている。

そして、すこやかノートの活用やからだの話な

どを通しても、主体的に学ぶ子どもに近づけてい

きたいと願っている。

-一』

＇ .‘
 

”
 

I • ヵウンセリング、相談活動の充実I
不登校傾向児童や心身に問題（悩み）をもつ子

との関わりを、組織の一員として行っている。保

健室を子どもの息ぬきの場でなく息つぎの場にし

ていきたいと願っている。

I● 性教育推進にむけての側面的援助I
初期段階では、教職員全体に意欲をもたせるた

めの原動力の役割と、保護者の意識を高めるため

の情報の発信源の役割を果たしている。その段階

の後には、性教育推進にむけて学年間の調整と指

導内容の検討 ．賓料の提供 ・教材等の準備 ・記録

等の側面的援助へと役割を切り替えている。

1学年 rさそいにのらないJ 学習の様子

4学年 rわたしたちの誕生J 学習の様子

}•~”ti ー
鼻r
 

-. 

2学年 rテレビとわたしたち』学習の様子
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心とからだの学習全体構想図

生校散百目漂 I. 11/1るく、 思いやリのある子ども 2. 自ら考え、進んで勉強する子ども 3. 心も体も億康で、たくましい子ども

自ざす子ども羹

I. 自他の生命を 尊重し、 相手の立場を思いやることのできる子ども

2. 生に目的を持ち、自分自身をみつの｀将来の夢をもって億康な生活を送れる子ども 1児童l
0 男女のからだより、他人

を思いやる心への関心がう

すい．

「心とからだの学習Jテーマ 0 自分の存在感をはっきリ

自覚していない子がいる．

o 正しい性憎報に乏しい．

性に閲する指導目隅

（保護者］
1. 男女の特性と人問と しての平箪性を理解させ、協力しあう態度を育てる． o 学校と家庭がタイアッブ

した性教育の必要性を感じ

ている．2. 生命の髯生の科学的合理性と生命のすばらしさを理解させ、生命尊重の心を養う．

3. 性情報や性文化に対する判断力を育て、健全な生活態度を育てる． o 子どもから性に関して質
問を受けた時の返答に困っ

ている．

学年プロック別llli点

（ 低学年 l （ 中学年 1 （ 高学年 l

o 命を大切にする人閉教育
を期待している．

o 性教育についての講i員会
を希望している．

性教育の推進に努める

性教育のための資料の

収集 ・整備をはかる．

性に関する僧別指導をす

る．

男女のからだの違いを知リ 男女の心とからだの違いを理解 1 男女相互の人格を尊重し、生

悶．よく滑潔で隧康な生活を 1芯竺力と思いやりのある生活を 命の輝厳を自覚する．

~ 

● 調究、観察などによる実態把握と、資料掲示

や事後指甜

最近では、 ‘‘保調者の性教育に関する意識調査”

‘‘児臨のテレビ ・ファミコンを中心にしての生活

実態調資" "生徒指導との関連で児葉の酒 ・たば

こについての実態調査”をしている。いづれも調

査結果の集計に終わることなく、調査結果の活用

について教職員との合意をえて後、児童の意識を

高めるための手だてと保護者や地域の意識を高め

るための手だてを講じている。

たばこの学習をしている様子

3. 終わりに

一つの取り組みをする場合、保健室のみの課題

としないで、それを教育全体の課題にしていける

ようにしたいと願っている。児童の心を揺さぶる

ような指西や、保護者の意識をさらに高めるよう

な手だて等、組織的活動をめざしてこそ効果的だ

と思っている。そのためには、日常の人間関係の

基盤に立って教職員との情報交換 ・連携を密にし

ていくことが、保健室経営をするうえで大切だと

思っている。
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学校保健統計調査

-------------------------

： 健康状態 ： 
'-------------------------

調査は毎年実施されているが、今回発表された

ものは平成七年度の幼稚園から高校までの健康診

断の結果にもとづき、発育状態（身長、体重、座

高）は全児童、生徒の 3.8%に相当する約70万人

健康状態（視力、むし歯、 肥満、ぜん息、心電固

異常）は 6.6%約 122万人抽出したもの。調査結

果の概要は次の通り。

く視力の推移〉

裸眼視力 1.0未満の子どもは、幼稚園で26.8

％、小学校で25.4%、 中学校49.1%で、いずれ

も前年より増加し、過去最高。高校では61.8%で

前年から 0.5ポイントほど減った。

さらに 0.3末満の子は、 小 ・中 ・高校で前年よ

りやや減少したが、幼稚園では増加している。現

在の教室では、授業で黒板を見る時に、教室のど

こからでも楽に文字が見られる視力は「0.7以上」

と言われている。 0.3未満の視力では、メガネをか

けるよう指甜されるのが一般的。今回の調査でこ

の境界である 0.3未満の子は減少したとはいえ、

中学校の五人に一人、高校生の三人に一人にのぽ

っていることは、深刻だ。

視力の低下の原因は確定されてはいないが、有

機リン素農薬などの薬物によるもの、テレビやO

A機器などに長時間接することによる電磁波の影

響、姿勢の悪さによるもの、などが主な要因と考

えられている。文部省ではさらに、生活習慣全般

から、その原因の把握に努めるよう取り組んでい

るところだ。

10年前の調査と比較してみると、 1.0未満の子

が中学校で12.5ポイント 、高校で 10.2ポイン ト

と、ニケタにのぽる増加。さらに 0.3未満の子は

中学校で7.0ポイン ト、 高校で8.3ポイン トとや

はり急増している。一日も早い原因の究明と対策

が望まれる。

平成 7年度文部省

裸眼視力 1.0未満の者の推移

(%) 

区 分 昭60:平3I 4 5 6 : 7 

幼 計 21. 2 21. 6 20. 2 20. 6 23. 8 26. 8 
稚 1.0未滴0.7以上 15. 9 15. 6 14. 4 15. 0 17. 6 18. 0 
園 0.1未滴0.3以上 4.9 5. 4 5. 2 5. 1 5.8 8. 1 
0.3未満 0. 5 0. 6 0.6 0.5 0. 4 0. 7 

,J、 I•+ 18. 7 : 21. 7 22. 5 23. 8 24. 7 25. 4 
学 LO未滴0.7以上 8.? 8. 8 9.2 9.4 9. 7 10.2 
校 0. 7未滴0.3以上 6. 4: 8.0 8.3 8. 8 9.1 9. 4 
0.3未滴 3. s・: 4. g 5. l 5.5 5.9 5.8 

中I 言t
36.6 43. 6 45.6 47.3 48.8 49. 1 

学 1.0未満0.7以上 10. 2 10. 3 10. 3 10. 9 11. 2 11. 7 
校 0. 7未滴0.3以上 12. 6 14. 3 15. 1 15. 9 16. 0 16. 6 
0. 3未満 13. a 19. 1 20. 2 20. 4 21. 6 20. s 

高 計 51.6'. 57. 5'. 59. 2 : 61. 9 [ 62. 3 [ 61. 8 
等 1.0未満0.7以上 11. 1 • 10. 3 • 10. 5 • 11. 2 • 10. 7 • 11. 3 
学 0. 7未滴0.3以上 1s. 4 : is. g : 16. 6 : 11. 2 : 11. (11. 2 
校 0.3未滴 25. t ! 31. 3 : 32. 2 • 33. 5 , 34Y 33. 4 

（注）計襴の数値と内訳の合計は、四捨五入のため
一致しない場合がある

くむし歯の被患率〉

治療済みを含むむし歯の被患率は、幼稚園で

74.7 %、小学校では 87.3%、中学校で86.6%、

高校では 90.6%に達している。被患率は食生活の

変化が主な原因で、 40年前は約4割から 6割だっ

たものが30年前（昭和40年）ごろから 8割から

9割台に急増。 20年前（昭和 50年）では、幼稚

園から高校まで、いずれも 9割を超えてピークに

達していた。

その後、むし歯予防の指甜が普及したため、率

は低下。この 5年間では高校以外は90%台を下回

り、今年度調査では前年より減少している。なお、

12歳の永久歯の一人当たりの平均むし歯数は 3.72

本。男子3.41本に対し、女子は 4.04本で女子に

むし歯が多い傾向がみられる。その率は過去 10年

間でやや減っているが、喪失歯数は0.05本で変化

がみられない。
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むし歯（う饒）の処置完了状況等の推移 (%) 

区 分 昭30 • 40 • 50 • 60 • 平3I 4 5 • 6 : 7 

幼 ~~ ・・・・.., 90. I : 94. 2 82. 6 80. 8 : 78. 7: 75. 7 77. 0 : 74. 7 
： ． ． ． ： ： ： ： 年から 4学年に相当する違いがあることが分かっ

稚処置完 了者 ・・・・・・:6. 6 : 8. 7 ; 23. 4 ; 29. I : 28. 4 : 28. 0 : 28. 2 : 27. 8 
. . . . . . . . , 

園未処置歯のある者 …...'83. 5 : 8. 5 : 59. I : 51.8 : 50. 3 : 47. 7 : 48. 8 : 46. 9 
た。

前（昭和 40年度）、終戦後初の調査（昭和 23年

度）と比較してみると、終戦直後の世代とは 3学

小 n 66.5 I 87.9 I 94. 4 : 91.4 I 89. 3 : 89. 1 : 88. 4'88. o : 87. 3 男子の身長を30年前（親の世代）と比べると最

学処置完了者 3.I: 8. 7'14.5: 31. 8: 37. 2: 37. 6: 38. 3, 39. 3: 40. 6 
＇ ： ： ＇ も差のある学年は中学2年で、親の世代より 7.9セ

校未処置歯のある者 63.4 : 79. 2 ; 80. 0 I 59. 5 : 52. 2 ; 51. 5 : 50. I : 48. 7 : 46. 7 チ高く、 23年度（終戦直後の世代）と比べると
中 iii • • 47. 3 : 85. 7 : 93. 7 : 92. 3• 89. 6 , 88. 9 , 87. 8• 87. 7 , 86. 6 

' ・ , • 19 .8センチも高くなっている。この中学 2年の身

学 処置 完了 者 6.7 j l?.3 j 28. 0 j 41. 2 j 41.4 j 42. 7 / 42. 2 [ 42. 5 [ 46. 2長は、親の世代では中学 3年生に、終戦直後の世

校未処習歯のある者 40.6 ¥ 68. 4 ¥ 65. 6 ¥ 51. 2: 48. 3 ¥ 46. 3 ; 45. 6 : 45. 3 ¥ 40. 4代では高校 2年から 3年に、ほぽ相当する。
商 H '52. 5 : 86. 5 : 94. 9 : 94. 3 : 93. 0 : 92. 6 : 91. 3 : 92. 0 : 90. 6 

： ・ ： ： ： ＇ 女子では、 30年前と比べて最も差のある学年は
等 ・
学
処置完了 者 11.l'22.8: 28. 9: 42. 2: 45. 9: 46. 3: 46. 6: 47, 5 [ 48. 7小学校6年で、 6.3センチ高い。またこれを終戦直

校未処置歯のある者 41. C 63. 8; 66. O: 52. I: 47. 2: 46. 2: 44.7: 44. 5: 41. 9 後の世代とくらべると 15.9センチも高い。現在の
（注） SI襴の直と内訳の合計は、四捨五入のため一致しない場合がある 4ヽ学ヰ交 6年元の身長は、親の世代では中 1年にほぽ

相当し、終戦直後の1且代では中学 3年に相当する。

身長から座高を引ぃ 身長の平均値の推移（男子）
_(cm) 

た、足の長さを、30年180

くぜん息、肥満傾向〉

ぜん息の子は幼稚園で0.9%、小・中学校で各々

1.4 %、高校で0.8%だった。いずれも全体に占め

る割合はわずかだが、各学校種とも前年と同じか

増加して、過去最高になっている。

10年前との比較では、幼稚園で 0.2ボイント、

小学校0.5ポイント、中学校0.7ポイント、高校

0.6ポイント、それぞれ増え、この 10年間の推移

をみると毎年わずかずつ増え続けている。

肥満傾向（学校連からの判定）の割合は、小学

校が2.9%で最も高区、次いで中学校 1.8%、高

校 1.5%、幼稚園 0.7%。各学校種とも、この数

年ほぼ横バイ傾向にあるが、小 ・中学校ではとも

に過去最高の割合となった。

く心電固異常〉

今年度から学校保健法施行規則が改正され、小

学校から高校までの入学時に心電図が禅入。検査

の異常者の割合は小学校 1.7 %、中学校で2.4%、

高校で2.3%だった。

,-------------------------, 

； 発育状況 ！ 
-------------------------, 

く身長〉

男子の身長は幼稚園 5歳、中学 2年、高校 1年

の各学年で過去最高。女子は小学 4、 5年、中学

1年から 3年までの各学年で過去最高だった。今

年度の調査を、子どもたちの親の世代である 30年

前の親の世代と比べる 170

と、高校3年で男子は 160

2.9センチ、女子は 150

3.0センチも、親の世
140 

代より長い。身長の伸

びの多くが、足の長さ
130 

の伸びによるもので、
120 

益々スマートな現代っ ＂゚

子像が顕著になった。 30 40 

幼稚園(5歳）

50 60 平成7

く体璽〉

男子の体重は小学校 2年から中学校2年、高校

1年から3年までの各学年で、過去最高に。女子

は小学校 1年から 4年、 6年から中学校2年、高

校 2・3年で過去最高となった。

男子の体重を 30年前の親の世代と比べ、最も差

のあった学年は中学校2年で、親の世代より 7.8キ

ロ、終戦直後の世代より 15.3キロも重い。この中

学校 2年の体重は、親の世代では中学校 3年から

高校 1年に、終戦直後の世代では高校 2、3年に

ほぽ相当する。

女子は、親の世代と比べ最も差のある学年が中

学校 1年で、親の世代より 6.0キロ重い。これは

親の世代では中学校2・3年に、終戦直後の世代

では高校 1年に、ほぽ相当。身長の伸びと同様に

体重も、現代と終戦直後の世代とでは 3学年ほど

の差があることが分かった。
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